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修士論文要旨
問題と目的
　吃音症は語の繰り返し、引き伸ばし、ブロックを特徴と
するコミュニケーションの障害であるが、吃音者は言語症
状のみならず二次的に高いネガティブな感情を抱えてしま
うことが知られている。一方、ネガティブな感情の高さは
注意機能の低さと関係しているとする知見もあり、ネガ
ティブ感情に注目する際は注意機能の観点から検討するこ
とが有意義であると考えられる。本研究では注意機能に関
して、行動指標としては喚起ネットワーク、定位ネットワー
ク、実行ネットワークの３つの注意ネットワークに着目し
たが、同時に質問紙によって測定される日常生活での注意
機能にも着目した。ところで、吃音児においては主に能動
的注意の機能が低いことが示されているが、成人吃音者に
おいても同様の傾向が見られるのかどうかについてはわ
かっていない上に、吃症状と注意機能に関連があるかどう
かもわかっていない。そこで本研究では、成人吃音者にお
いても注意機能の偏りが見られるのかどうか、また、注意
機能と吃症状、ネガティブ感情の間にはどのような関係が
あるのかを検討することを目的とする。
方法
対象者：吃音者25名（19～51歳，平均25.27±7.38歳），統
制群として大学生・大学院生13名（19～24歳，平均22.85±
1.63歳）を対象とした。
手続き・実験材料：研究の説明を実施し研究協力の同意を
得た後，ネガティブな感情に関しては，状態・特性不安尺
度日本語版（STAI；清水と今江，1981；Spielberger, 
Gorsuch, & Lushene, 1970），自己評価式抑うつ尺度日
本語版（SDS；福田と小林，1973；Zung, 1965），短縮版
否定的評価懸念尺度日本語版（BFNE；Leary, 1983；笹
川ら，2004）への回答を求めた。さらに，日常生活での注
意機能を把握するため，注意機能尺度（鈴木ら，2007）へ
の回答を求めた。その後吃音者群に対しては吃音の重症度
を測定するための言語検査として吃音重症度検査（SSI-4; 
Riley, 2009）を実施し，最後に両群にANTを実施した。
データ解析：統制群と吃音群（それぞれN=13），及び吃音
重度群と吃音軽度群（それぞれN=12）を比較した。各質問
紙得点・ANTの全体平均反応時間・全体エラー数・各注意
ネットワーク得点について独立標本のt検定を行い，合わせ
て効果量（r）を算出した。さらに，各群で各指標間のピア
ソンの積率相関係数を算出した。
結果
質問紙得点：いずれの質問紙得点においても統制群と吃音
群，吃音軽度群と吃音重度群の間で有意な差は認められな
かったが，中程度の効果量（r=.31）で吃音群が統制群に
比べ多動性得点が高く，同じく中程度の効果量で吃音重度
群が軽度群に比べ多動性得点（r=.34），抑うつ得点（r=.31）
が高かった。
ANT：全体平均反応時間・全体エラー数に関して統制群・
吃音群で有意な差は認められなかったが，吃音軽度群は吃
音重度群に比べ中程度の効果量で反応時間が遅く
（r=.31），エラー数が少ない（r=.33）傾向にあることが示
された。また，いずれの注意ネットワーク得点に関しても
統制群と吃音群で有意な差は認められなかったが，実行得
点に関しては弱い効果量（r=.24）で吃音群において成績
が悪かった。また，吃音重度群は吃音軽度群に比べ，有意
に実行効果の成績が悪かった（t（22）=-2.18, p<.05）。
各指標間の相関係数：吃音軽度群において状態不安と吃音
の重症度が有意傾向の中程度の正の相関を示した。また，吃
音群・及び吃音重度群においてのみ喚起ネットワーク得点
と抑うつ得点が有意傾向の中程度の負の相関を示した。さ
らに，統制群・吃音軽度群においてのみ多動性得点が喚起
ネットワーク得点と有意な中程度の正の相関を示した。
考察
　吃音重度群と吃音軽度群で実行得点に関して有意な差が
見られたことから，吃音重度者は能動的な認知操作が弱い
可能性が示唆された。また，吃音軽度群で反応時間が遅く
エラー数が少ない傾向にあることから，吃音軽度群は重度
群に比べ正確さを重視したより能動的な認知処理が行われ
ている可能性が示唆された。これらのことから，吃症状の
低減にはマインドフルネストレーニングなどの能動的注意
操作の訓練が有用である可能性が考えられた。
　また，吃音群と統制群，吃音重度群と軽度群で各指標の
相関関係が異なることから，吃音の有無，吃音の重症度の
高低によって異なる認知的処理が行われている可能性が示
唆された。
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